様式1（第11条関係）

動物実験計画書

龍谷大学長殿

　動物実験規程第11条の規定に基づき、下記のとおり申請します。

	□新規
□変更　
	提出日　　　　年　　月　　日

	

	動物実験責任者
	所属・職名

	
	氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	連絡先

	
	教育訓練の経歴
	無　　・　有（　　　　　　　　年度に受講）

	動物実験実施者

※複数いる場合は、
一覧を添付すること
	所属

	
	氏名

	
	教育訓練の経歴
	無　　・　有（　　　　　　　　年度に受講）

	
	所属

	
	氏名

	
	教育訓練の経歴
	　無　　・　有（　　　　　　　　年度に受講）

	

	動物実験等の目的、意義及び必要性



	（教育）授業科目名
	

	（研究）研究課題名及び研究資金
	

	動物実験実施期間
	　　　　　年　　　月　　　日～　　　　　年　　　月　　　日

	動物実験の実施場所
	

	動物の飼養場所
	

	実験動物
	動物種
	匹数
	入手先
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	

	動物実験の方法
（具体的実験処置の他、「想定される実験動物の苦痛の程度」や「実験動物の苦痛軽減方法」等と整合性をもたせること）

	動物を使用しない他の実験方法ができない理由

	想定される実験動物の苦痛の程度
	□Ｂ．脊椎動物を用い、動物に対してほとんど、あるいはまったく不快感を与えないと思われる実験操作
□Ｃ．脊椎動物を用い、動物に対して軽微なストレスあるいは痛み（短時間持続する痛み）を伴う実験
□Ｄ．脊椎動物を用い、避けることのできない重度のストレスや痛みを伴う実験

□Ｅ．麻酔していない意識のある動物を用いて、動物が耐えることのできる最大の痛み、あるいはそれ以上の痛みを与えるような処置

	実験動物の
苦痛軽減方法
	□　軽微な苦痛の範囲内、短期間の保定・拘束なので特に措置を講じない
□　麻酔薬・鎮痛薬等を使用する（薬剤名：　　　　　　　　　　　　　）
□　科学上の目的を損なわない苦痛軽減方法は存在しない

　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　長時間の保定・拘束が避けられない

　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　人道的エンドポイントを適用する

　　（エンドポイントの判定：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	安全管理に注意を払うべき実験
	□　物理的、化学的に危険な材料を扱う動物実験

□　病原体等を扱う動物実験
	安全のための適切な施設や設備の確保の有無

□有　　　□無

	
	□　該当しない
	

	安楽死の方法
	□　過剰量の麻酔薬の投与
□　炭酸ガスの吸入
□　頸椎脱臼
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実験動物処理方法
	

	▼承認欄

	動物実験計画の承認
	□　可

□　否

	動物実験承認番号
	第　　　　　　　　　　　　　　　　号


